
北方町立南学園で防災講座を行いました
令和６年９月２７日（金）、北方町立南学園で５年生４７名に水害と地震の防災講座を行いました。学校は、糸貫川と天

王川に挟まれています。

水害の講座では、８月末から９月にかけての台風１０号や９月下旬の能登豪雨について振り返り、北方町でも被害のあっ

た昭和５１年９.１２豪雨など過去の水害について学びました。学校近くの条里公園のすぐ横には、９.１２豪雨の浸水看板

があり、当時の浸水深が確認できます。多くの児童はこの看板を知っており、地域で起きた水害を理解していました。

地震の講座では、元日に発生した能登半島地震やこの地域でも大きな被害があった濃尾地震などを学びました。能登半島

地震の際には、北方町でも震度３の揺れがありました。液状化現象の実験では、発生のメカニズムを実際に体験して確認し

ました。

今回の講座が、児童たちの防災意識向上に繋がり、将来「守られる人から守る人」になって頂けることを期待しています。
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